
ワークショップ 

 

 

 

 

【目的】 

発声・発語ができず四肢にも重度障害があるため、うまくコミュニケーションできない方 

とのコミュニケーションを支援するためのワークショップです。 

ICUなどの医療現場や、在宅療養をされる難病患者の皆さんの 

ベッドサイドにおけるコミュニケーションの方法や工夫について、 

実際のコミュニケーション演習や文字盤の作成、 

コミュニケーションエイドの操作体験、 

スイッチの適合演習などを行いながら 

その方に合ったコミュニケーション方法について体験することを目的とします。 

 

【対象】 

患者家族の皆さん、地域福祉サービスのヘルパーさん、地域医療スタッフ、 

病院の ST, OT, Ns, Dr.などの,医療スタッフ、 

福祉ボランティア、パソコンボランティアの方々など、 

興味を持たれる方ならどなたでも結構です。 

 

【獲得目標】 

たくさんの種類の文字盤があることを知る 

それぞれの文字盤の使い方や練習のやり方、興味を持ってもらう方法を知る 

代表的な意思伝達装置（コミュニケーションエイド）３種類を知る 

コミュニケーションエイドに接続できるスイッチを自作できる 

 

【実施概要】 

日時：別途日程表を確認下さい。木曜日 19:00～20:30 

場所：佐賀県難病相談支援センター 

受講料：無料（但し、製作演習の時は別途材料費実費が必要となります。） 

 

 



【ワークショップ実施日程予定表】全 11回予定 
※参加者との意見交換により、内容が変更される場合もあります。 

 

【 1回目 】        ：ベッドサイドのコミュニケーション 

平成 25年 9月 5日（木）   ・クローズドクエスチョン 

19時 00分～20時 30分    ・視線でのコミュニケーション（Etran法） 

・視力を使わないコミュニケーション 

 

【 2回目 】        ：文字盤を使ったコミュニケーション（１） 

平成 25年 9月 12日（木）  ・行列走査法によるコミュニケーション 

19時 00分～20時 30分    ・Eyelink法による 50音選択法 

・眼球運動の巧緻性の低い方のための Eyelink法の工夫 

・より直観的な Eyelink法によるコミュニケーション 

 

【 3回目 】         ：文字盤を使ったコミュニケーション（２） 

平成 25年 9月 19日（木）   ・Etran法によるコミュニケーション 

19時 00分～20時 30分     ・Etran法による 50音選択法 

・理解しやすくするための Etran法の工夫 

 

【 4回目 】         ：文字盤を使ったコミュニケーション技能の確認 

平成 25年 10月 10日（木）  ・コミュニケーション技能演習 

19時 00分～20時 30分    ・討論／コミュニケーション到達力の考え方 

 

【 5回目 】         ：透明文字盤の製作演習（１） 

平成 25年 10月 17日（木）  ・Eyelink法による 50音透明文字盤の製作 

19時 00分～20時 30分 

 

【 6回目 】         ：透明文字盤の製作演習（２） 

平成 25年 10月 24日（木）  ・Etran法による 50音透明文字盤の製作 

19時 00分～20時 30分 

 

【 7回目 】         ：マイ文字盤を使ったコミュニケーション技能演習 

平成 25年 11月７日（木）   ・マイ文字盤品評会 

19時 00分～20時 30分    ・討論／求められるコミュニケーションは何か 

 

【 8回目 】         ：意思伝達装置の操作体験 

平成 25年 11月 14日（木）  ・文字盤の使用と意思伝達装置の使用についての考え方 

19時 00分～20時 30分 

 



 

【 9回目 】         ：意思伝達装置の操作スイッチ の製作演習（１） 

平成 25年 11月 21日（木）   ・顎開閉による操作スイッチの製作 

19時 00分～20時 30分 

 

【 10回目 】        ：意思伝達装置の操作スイッチ の製作演習（２） 

平成 25年 12月 5日（木）   ・軽負荷押しボタンスイッチの製作の製作 

19時 00分～20時 30分 

 

【 11回目 】        ：操作スイッチの適合 

平成 25年 12月 12日（木）   ・様々な適合事例の紹介 

19時 00分～20時 30分 


